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資 料

I は じめに

近年,本 質バイオマス利用技術の高まりを背景に木

材資源の再利用および未利用材の有効活用が強く望ま

れている。このため,木 材資源の有効利用を図るため

には製材時に排出される鋸屑や端材あるいは間伐作業

後林内に放置されている間伐材や枝葉を利用すること

が重要である。最近,こ れらのうち材や枝葉に含まれ

る精油などの抽出成分の研究が盛んに行われている

(谷田貝,1995)。 樹木から抽出される精油成分の効

用には,室 内塵埃中に生息しアレルギーの原因となる

ヤケヒョウヒダニに対する抗ダニ性 (宮崎,1996a;

織部ら,1997)や 建築材中に巣を作 り,そ れを食害す

るシロアリに対する殺蟻性 (曽我部,2000)が あるこ

とが認められている。また,人 に対して精神安定作用

(宮崎,1996b)が あることも報告されており,樹 木

から抽出される精油などの抽出成分に関心が高まって

いる。

そこで問題になるのが,木 材から精油を抽出した後

に排出される抽出残澄である。現在,精油抽出残澄は,

発酵微生物を利用した農作物用や園芸用の肥料,家 畜

の飼料や敷き料,炭 化技術を利用した粉炭等への利用

が考えられている。しかし,あ まり再利用されていな

いのが現状である。そこで,大 量利用が可能で,こ れ

によリコス ト低減が期待できる用途として考えられる

のが,食 用きのこ栽培の培地基材への利用である。食

用きのこへの利用については,こ れまでにヒノキの精

油抽出残澄がシイタケ栽培に利用可能であること (袴

田,1996),カ ラマツの抽出物が食用きのこ栽培に利

用可能であること (高畠,1997)が 報告されている。

しかし,ス ギの精油抽出残澄を利用した報告事例は見

当らない。

そこで,ス ギ材より精油を抽出した後に排出される

抽出残澄が培地基材に利用できるかを確認するため

に,本 報告ではヒラタケ,タ モギタケ,ブ ナシメジ,

シイタケの食用きのこ類 4品 種を用いて検討を行つた

ので,そ の結果を報告する。

工 試 験方法

1.供 試菌

供試菌株は,表 -1に 示すとおりである。なお,栽

培試験には,ブ ナオガ粉とフスマを容積比 5:1で 混

合したものに水道水を加え培地含水率65%の 培地を調

整し,高 圧滅菌後に供試菌株の菌糸体を接種,培 養 し

たものをオガ屑種菌として供試した。

表-1 供 試菌株

きのこ名   菌 株名 製造会社

スギ精油抽出残澄を利用したきのこ栽培

井戸好美

キーワード:スギ精油抽出残澄,き のこ栽培,水 蒸気蒸留,熱 水蒸留,培 地基材

ヒラタケ

タモギタケ

ブナシメジ

シイタケ

北研H2号 菌  株 式会社北研

■
・―ルデンシメシ

°
菌 株 式会社秋山種菌研究所

ブナシメジ菌  有 限会社カントリーファーム

北研600号菌  株 式会社北研

2.供 試材料の調整

(1)スギオガ粉の調整

スギオガ粉は,岐 阜県森林文化アカデミー演習林内

に成育する30年生のスギを2001年5月 に伐採 し,辺 材

部をオガ粉製造機を用いて粉砕 し, 2日 間風乾したも

のを無処理のスギオガ粉として堆積処理することなく

試験に用いた。なお,オ ガ粉は 3 mmメッシュの舗にか

けて粒度を調整した。

(2)蒸留残澄の調整

蒸留残澄は,無 処理のスギオガ粉を常圧水蒸気蒸留

で精油を抽出した時に排出される残澄 (以下水蒸気蒸

留残澄とする)と 熱水蒸留で精油を抽出した時に排出

される残澄 (以下熱水蒸留残澄とする)を 用いた。ま

た,同 じスギの心材部だけについても常圧水蒸気蒸留

を行い,リト出される残澄 (以下心材水蒸気蒸留残澄と

する)を 用いた。なお,各 蒸留残澄は,抽 出後 2～ 3

日間風乾したものを試験に用いた。

(3)広葉樹オガ粉の調整

広葉樹オガ粉は,岐 阜県美山町の有限会社 トモエ物

産で製造した市販のブナのオガ粉を用い,供 試菌の種
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菌ならびにシイタクの栽培試験に用いた。なお,オ ガ

粉はスギオガ粉と同様 3 mmメッシュの舗にかけて粒度

を調整 した。

3 栽 培試験

(1)ヒ ラタケ,タ モギタケ,ブ ナシメジ栽培

培地基材は,蒸 留操作を行わない無処理のスギオガ

粉 (以下無処理区とする)と ,こ の代替として水蒸気

蒸留残湾,熱 水蒸留残澄,心 材水蒸気蒸留残澄 (以下

水蒸気区,熱 水区,心 材水蒸気区とする)の 4試 験区

を設けた。この培地基材に培地添加物のフスマと米ぬ

かを容積比で10:2.5:1に 混合 したものに水道水を

加え培地含水率64～66%の 培地を調整した (表-2)。

この培地を800ccのPP(ポ リプロピレン)瓶 に460～

470g詰 め,120℃ で50分問滅菌した。この培地は,供

試菌のオガ屑種菌を 1瓶 当たり6～ 8g接 種し,温 度

21± 1℃ ,相 対湿度65±5%の 暗黒室でヒラタケは37

日間,タ モギタケは15～17日間,ブ ナシメジは91日間

培養 した。その後,温 度15±1℃ ,相 対湿度85±5%

の室内に移し,原 基が確認できたところで500～800ル

クス (光源ナショナルホモルクス植物用培養灯40W)

の光条件下で育成し,栽 培 日数と子実体の発生状況を

調査した。栽培 日数は,供 試菌を接種してから菌糸体

が培養器全体を蔓延するまでの 「蔓延 日数」,菌 糸体

の蔓延完了から子実体の発生操作を行 うまでの 「熟成

日数」,子 実体発生操作から収穫までに要した 「発生

表-2 ス ギ精油抽出残湾によるきのこ栽培の概要(I)
一ヒラタケ,タモギタケ,ブナシメジー

試 験 区 培 地 基 材 増 地 添 加 物

日数」,収 穫初 日から終了までの 「収穫期間」につい

て調査した。また,発 生操作時は菌掻き操作を行い,

その後の注水操作は60～90分間とした。収穫は, ヒラ

タケとタモギタケは 2回 ,ブ ナシメジは 1回行つた。

なお,供 試本数は各試験区13～16本である。

(2)シ イタケ栽培

培地基材は,ブ ナオガ粉単独のもの (以下標準区と

する)と ,こ のブナオガ粉の代替として水蒸気蒸留残

澄を容積比で20%,50%混 合したもの (以下水蒸気20

%区 ,水 蒸気50%区 とする)と 水蒸気蒸留残澄単独の

もの (以下水蒸気 100%区 とする),熱 水蒸留残澄を

容積比で20%,50%混 合したもの (以下熱水20%区 ,

熱水50%区 とする)と 熱水蒸留残澄単独のもの (以下

熱水100%区 とする)の 7試 験区を設けた。この培地

基材に培地添力日物のフスマを容積比で 5:1に 混合 し

たものに水道水を加え培地含水率64～66%の 培地を調

整 した (表-3)。 この培地をPP袋に l kg詰めて成形

(直径130～140mm×高さ110～120Hlm)し,接 種孔 (直

径20mm×深さ90～100Hlm)を1カ所設けて,120℃ で90

分問滅菌した。この培地は,供 試菌のオガ屑種菌を 1

袋当たり10～12g接 種し, ヒラタケ栽培同様の環境条

件で143日間培養 した。その後,袋 を除去して温度15

± 1℃ ,相 対湿度85± 5%,照 度500～800ルクスの室

内に移 し,子 実体を発生,生 長させ,傘 が 7～ 8分 開

きの時に収穫した。また,発 生室へ移動後28日目と57

日目に約20時間浸水操作を行い,収 穫期間は80日間と

した。なお,供 試個数は6～ 10個である。

III 結果と考察

1.ヒ ラタケ栽培試験

ヒラタケ栽培における菌糸体蔓延 日数と子実体発生

量を示したのが表-4で ある。菌糸体の平均蔓延 日数

は無処理区が15.0日であるのに対し,水 蒸気区は15.2

日,熱 水区は15.0日とほぼ同じであつた。 しかし,心

材水蒸気区は18.1日と3日 ほど長くかかつた。一般に

担子菌類の生長を阻害する物質としては木材中に存在

するテルペン類やフェノール類が知られている(浅野,

1982)。抽出される精油の成分は,ほ とんどがテルペ

ンまたはテルペンアルコールであり,抽 出課程でテル

ペン類はかなり除去されていると考えられる。しかし,

フェノール類を抽出するにはメタノール,エタノール,

アセ トン等の有機溶媒が必要であることから (今村,

1983),常 圧水蒸気蒸留や熱水蒸留ではほとんどが残

澄に残つていると考えられる。また,辺 材部に比べて

心材部にはフェノール類が多く含まれている (甲斐,

無処理

水蒸気

熱 水

心材水蒸気

無処理スギオガ粉10

水蒸気蒸留残澄10

熱水蒸留残澄10

心材水蒸気蒸留残澄10

フスマ25+米 ぬか 1・

球:培地基材10に対する培地添加物の混合割合

表-3 ス ギ精油抽出残澄によるきのこ栽培の概要(正)

―シイタケー

試 験 区 塔 地 基 材 培地添加物

フスマ2'標 準

水蒸気20%

水蒸気50%

水蒸気10096

熱水20%

熱水50%

熱水100%

フ
・
ナオカ
・
竹け1000/6

デナオカ
・
粉80%+水 蒸気蒸留残澄20%

フ
・
ナオが粉50%キ水蒸気蒸留残湾50%

水蒸気蒸留残漬100%

フ
・
ナオが粉80%+熱 水蒸留残澄20%

フ
・
すオが粉50%+熱 水蒸留残澄50%

熱水蒸留残澄100%

ネ:培地基材10に対する培地添加物の混合割合
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1990)ことも,心 材水蒸気区の菌糸体生長に影響を与

えたと考えられる。

子実体の平均発生量は 1番発生で水蒸気区が57.Og

と最も多く発生し,次 いで無処理区の53.6g,熱 水区

の50.lg,心 材水蒸気区の49.lgであった。また, 2

番発生を含めた総発生量も 1番発生同様,水 蒸気区が

90.lgと最も多いが,無 処理区の86.8g,熱 水区の

83.9gと差は見られなかった。しかし,心 材水蒸気区

は総発生量が平均75.6gと無処理区の87%の 発生であ

った。

次に,子 実体の発生経過並びに栽培日数を示したの

5     10    15    20    25    30    35    40

発生日数(日)

図 -1 と ラタケ栽培における子実体の発生経過

が図-1, 2で ある。発生量がほぼ同じ無処理区,水

蒸気区,熱 水区について発生経過を比較すると,収 穫

開始日は,各 試験区ともに発生室に移動後11日目と同

じであった。 しかし,収 穫開始日の平均発生量は,無

処理区が栽培瓶 1本 当たり4gで あるのに対し,水 蒸

気区,熱水区は19gと 約 5倍 の発生量であった。
一方,

1番発生での平均収穫期間を見ると,無 処理区が収穫

開始日から4.3日であるのに対し,水 蒸気区は2.3日と

ほぼ半分の日数で収穫できたが,収 穫開始日の発生量

が水蒸気区と同じ熱水区は,3.4日 と水蒸気区には及

ばないものの,無 処理区に比べると短い期間で収穫で

きた。

また,栽 培日数は無処理区が65日であるのに対し,

水蒸気区,熱 水区は63日,64日 でスギ精油抽出残澄を

利用すると若千ではあるが期間の短縮が認められた。

栽培期間の短いヒラタケ栽培においてはわずか 1～ 2

日の期間短縮でもコス トダウンにつながるものと思わ

れる。このように,水 蒸気蒸留残澄及び熱水蒸留残澄

は,無 処理スギオガ粉に比べて子実体を早期に集中し

て発生させることができることから,無 処理スギオガ

粉の培地基材の代替材料として利用できることが確認

された。

2 タ モギタケ栽培

タモギタケ栽培における菌糸体蔓延 日数と子実体発

生量を示したのが表-5で ある。このきのこは,培 養

温度と発茸温度が一致しているため,培 養室内で発茸

が起こりやすい (河原田ら,1997)。 今回の試験でも

菌糸体が培養器内に草延する前後に原基の形成が認め

られたので,そ の時点で発生操作を行つた。このこと

から,こ のきのこは通常ヒラタケ栽培等で期間を要す

る菌糸体の蔓延完了から子実体の発生操作を行 うまで

の熟成期間が必要でなく,菌 糸体が培養器内に早く蔓

延すれば,そ れだけ栽培期間の短縮につながると考え

られる。

そこで,菌 糸体の平均蔓延 日数を見ると無処理区が

100

８０

６。

４０

２。

Ｏ
Ｈ
胡
黙
愁
経

（
□
）舗
田
弾
謡

70.0

67.5

65.0

62.5

60.0

57.5

55.0

52.5

50.0

無処理   水 蒸気   熱 水  心 材水蒸気

図-2ヒ ラタケ栽培における栽培日数

表-4 ヒ ラタケ栽培における菌糸体真延日数と子実体発生量

試験区
菌糸体
蔓延日数
(日)

発 生 量      供 試本数

1 番 ( g ) 2番 ( g ) 計 ( g ) (本)

無処理   15.0± 0.4

1 5 2 ±0 . 4

1 5 0 主0 . 4

53.6±7 6

57,0=L9 2

50。1=生10 4

49。lEL 5.6

33 2EL8.7

33 1こと7.9

33 8±10 5

26 5=L4 8

86.8=生5 6     15

90 1=上5.8     16

83 9=L7 7     16

75 6±40    14

水蒸気

熱水

心材水蒸気 1811± 01

(注)培 養日数37日

菌糸体蔓延日数,発 生量 :栽培びん 1本当たりの平均値土標準偏差
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15.9日であるのに対し,水 蒸気区は15.5日,熱 水区は

15.7日とほぼ同じであり,水 蒸気蒸留残澄と熱水蒸留

残澄を利用した効果は菌糸体の生長段階では認められ

なかった。また,心 材水蒸気区はヒラタケ栽培同様無

処理区に比べて蔓延に日数を要し,発 生操作も2日 間

遅れる結果となつた。

子実体の平均発生量は 1番発生で水蒸気区が66.3g

と最も多く発生し,次 いで無処理区の63.6g,熱 水区

の62.7g,心 材水蒸気区の47.2gであった。また, 2

番発生を含めた総発生量では熱水区が90.7gと最も多

く,水 蒸気区も89.Ogと無処理区に比べて 8～ 10%の

増量が認められた。この増量は, 2番 発生で顕著であ

った。しかし,心 材水蒸気区は総発生量で62.7gと無

処理区の76%の 発生しか見られなかつた。これは,ヒ

ラタケ栽培と同様結果であつた。

次に,子 実体の発生経過と発生率を示したのが図
一

3,4で ある。子実体の発生経過は,無 処理区,水 蒸

気区,熱 水区ともほぼ同じ傾向を示し, 1番 発生の収

穫期間も平均2.2日～2.5日とほぼ同じであつた。
一方,

子実体の発生率は各試験区とも 1番発生は100%で あ

ったが,2番 発生では無処理区が75%で あるのに対し,

水蒸気区,熱 水区は87%と 高い値を示した。これらの

ことから,水 蒸気蒸留残澄及び熱水蒸留残澄は無処理

えギオガ粉に比べて,子 実体の発生に増量が見られ,

特に2番 発生が高い発生率で発生量も多かつたことか

ら,無 処理スギオガ粉の培地基材の代替材料として利

用できることが確認された。河原田ら (1997)は培地

基材として広葉樹のイタヤカエデやカンバ類が適して

おり,針 葉樹のエゾマツや トドマツは発生量が少なく

なるが利用は可能であると報告している。また,原 田

ら (1999)は窒素含有量が低いオガ粉培地では米ぬか

等の培地添加物の混合割合により,生 殖生長がコント

ロールできると報告している。このことから,本 試験

においてきのこ栽培への利用効果が認められたスギ精

油抽出残澄も培地添加物 との混合割合等を検討すれ

ば,よ り効果が期待できると考えられる。

3 ブ ナシメジ栽培

ブナシメジ栽培における菌糸体蔓延日数と発生状況

を示したのが表-6で ある。菌糸体の平均蔓延日数は

無処理区が27.7日であるのに対し,水蒸気区は28,2日,

熱水区は28.1日でほぼ同じであり、心材水蒸気区は31.

8日と4日 ほど長く, 1の ヒラタケ栽培や 2の タモギ

タケ栽培の結果と同様の傾向を示した。 発 生操作か

ら収穫までに要した平均発生日数は,無 処理区が27.8

日であるのに対し,他 の試験区は27.6日～28.2日とほ

ぼ同じであつた。

また,子 実体の平均発生量は熱水区が90.Ogと最も

多く発生し,次 いで無処理区の85.4g、 水蒸気区の

だ
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図-3タ モギタケ栽培における子実体の発生経過

無処理   水 蒸気   熱 水   心 材水蒸気

図-4タ モギタケ栽培における子実体の発生率

表-5 タ モギタケ栽培における菌糸体蔓延日数と子実体発生量

菌糸体
蔓延日数
(日)

皇
員生発 供試本数

試験区
1 番 ( g ) 2 番 ( g ) 計 ( g ) (本)

無処理

水蒸気

熱水

15 9=L0 7   63.6=L6.0   18 8±13.4   82 4±12 3     16

15.5E上0 6   66 3EL5 3   22.7=L 9 7   89 0=L 8 5     15

15 7こと0 8   62 7こと8.4   28.0±14 6   90 7二生11 7     15

心材水蒸気  17.3± 09 472± 63 155± 104 627± 83  16

(注)培 養日数 :無処理区,水 蒸気区,熱 水区 ,15日,心 材水蒸気区 i17日

菌糸体蔓延日数,発 生量 !栽培びん 1本 当たりの平均値士標準偏差

口 1番発生 田 2番発生
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83.9gと差は認められなかつた。一方,心 材水蒸気区

は60`5gと無処理区の71%の 発生しか見られず,他 の

きのこに比べて最も低い発生量であった。これは,ブ

ナシメジの培養日数が91日間と他のきのこに比べて長

いことから,培 地基材を分解 して栄養源にしているこ

とが原因で培地基材の分解 しにくさが影響していると

考えられる。

次に,子 実体の発生経過と収穫率を示したのが図一

5, 6で ある。収穫期間は各試験区とも4日 間であつ

た。そこで,そ の4日 間の子実体収穫率を見ると,無

処理区が 3日 目までに77%収 穫できたのに対し,水 蒸

気区,熱 水区,心 材水蒸気区ではいずれも92%を 越え

る高い収穫率であり,子 実体を短期間に集中して収穫

することができた。これ らのことから,水 蒸気蒸留残

澄及び熱水蒸留残澄は無処理スギオガ粉に比べて,子

実体を短期間に集中して収穫することができることか

ら,無 処理スギオガ粉の培地基材の代替材料 として利

用できることが確認 された。

4,シ イタケ栽培

シイタケ栽培における子実体発生量と発生個数を示

したのが図-7, 8で ある。水蒸気100%区 と熱水 100

%区 は,培 養期間中に雑菌が発生したため廃棄 した。

子実体の平均発生量は標準区が212.98で あるのに

対 し,水 蒸気蒸留残澄をブナオガ粉に20%混 合 した水

蒸気20%区 は215.2g,熱 水蒸留残澄を20%混 合 した

熱水20%区 は227.7gで ほぼ同 じであつた。 しかし,

水蒸気蒸留残澄を50%混 合 した水蒸気50%区 は172.1

g,熱 水蒸留残澄を50%混 合 した熱水50%区 は1672

gで 標準区の79～81%の 発生量であることから,ス ギ

精油抽出残溶の混合割合が高くなると子実体発生量が

減少する傾向が認められた。また,子 実体の平均発生

個数は標準区が16.1個であるのに対 し,水蒸気20%区 ,

熱水20%区 は16,7個と差は認められなかった。しか し,

50%混 合 した水蒸気50%区 は135個 ,熱 水50%区 は

12.6個と標準区の78～84%で ,発 生量同様スギ精油抽

出残澄の混合害J合が高 くなると発生個数も減少する傾

向が認められた。この傾向は, ヒノ キチ ップ残査をシ

イタケ栽培に利用 した袴田 (1996)の結果 と同じであ

つた。これらのことから,ス ギ精油抽出残澄はブナオ

ガ粉の培地基材の代替材料 として適 さないことが確認

された。

中島ら (1980)や松井 ら (2001)は スギ材に含まれ

ているフェルギノールやサングラコピマ リノールがシ

イタケ菌糸の生育阻害を起こすと報告 してお り,森 は

これ らジテルペン類は水蒸気蒸留よりも熱水蒸留の方

が効率的に抽出できることを確認 している (未発表)。

しかし,水 蒸気区と熱水区を比較すると,20%区 ,50

%区 でともに子実体の発生量,発 生個数はほぼ同じで

◆ 無処理 t水 蒸気 i併熱水 f心 材水蒸気

//`_
/ / / / 〆

~ ~ ~

P / /
夕 ,

22     24     26     28     30     32     34

発生回数 (日)

図 -5ブ ナ シメジ栽培における子実体の発生経過
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図-6ブ ナシメジ栽培における子実体の収穫率
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表-6 ブ ナシメジ栽培における菌糸体蔓延日数と発生状況

試験区
蔓延日数

(日)

発生 日数

(日)

発生量  供 試本数

(g)   (本 )

無処理   277± 12 278± 09 854主 57

水蒸気   282± 11 231± 11 839± 37

熱水    281± 09 276± 09 900± 44

心材水蒸気 318± 16 282± 10 605± 30

13

14

1 4

13

(注)培 養 日数91日

蔓延日数,発 生日数,発 生量 :栽培びん 1本 当たりの
平均値士標準偏差
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あり,差 は認められなかった。

そこで,混 合割合を検討 したところ,ス ギ精油抽出

残造をブナオガ粉に20%混 合した試験区では,子 実体

の発生量や発生個数はブナオガ粉100%と 同程度の結

果が得られた。

スギオガ粉のシイタケ栽培への利用について古川

(1992)は ,針 葉樹オガ粉の混合は20～30%以 内が良

い,笠 原ら (2001)は針葉樹オガ粉の混合は10%程 度

であれば,発 生量への影響は少ないと報告している。

また,中 里 (1994)は 3ヶ 月間撒水堆積処理したスギ

オガ粉の混合は50%以 下なら良いと報告しており,筆

250.0

200.0

1500

100.0

50.0

■ 1番 発生 回 2番 発生 □ 3番 発生

0.0~  標
準  水 蒸気20水 蒸気50 熱 水20 熱 水50

図- 7シ イタケ栽培における子実体発生貴

■ 1番 発生 翻 2番 発生 □ 3番 発生

図-8シ イタケ栽培における子実体発生個数

標準

水蒸気20

水蒸気50

熱水20

熱水50

0ワて   200/6   409拓   609`   809`  1009`

規格割合

図 -9シ イタケ栽培における子実体の規格割合

者も3～ 7ヶ 月堆積処理したスギオガ粉の混合は20～

30%以 内なら発生量に影響は少ないことを確認 してい

る (未発表)。今回の試験では,堆 積処理をせず,蒸

留処理のみしたスギオガ粉の混合は20%以 内なら発生

量に影響は少ないことが確認された。このことは堆積

処理したスギオガ粉と同様の効果が認められ,大 変意

義あるものと思われる。いずれにせよ,廃 棄物として

利用されないスギ精油抽出残湾が20%以 内なら利用で

きることは,シ イタケ栽培において多少なりともコス

トダウンにつながるものと思われる。

次に,発 生した子実体の傘の直径別の個数割合を示

したのが図-9で ある。発生量がほぼ同じである標準

区,水 蒸気20%区 ,熱 水20%区 を比較すると,商 品価

値が高いと考えられる子実体の傘の直径が 4 cm以上

(生シイタケ統一規格M以 上に相当)の 子実体の全発

生個数に占める割合は,標準区が62%で あるのに対し,

水蒸気20%区 は68%,熱 水20%区 は70%で あった。こ

のことから,シ イタケ栽培にスギ精油抽出残造を混合

すると,傘 の直径の大きい子実体の割合が高くなる傾

向が認められた。

IV ま とめ

スギ材より精油を抽出した後に排出する抽出残澄が

きのこ栽培の培地基材に利用できるかを確認するた

め,ヒ ラタケ,タ モギタケ,ブ ナシメジ,シ イタヶに

ついて検討 した。ヒラタケ栽培では水蒸気蒸留残澄及

び熱水蒸留残澄を利用することにより,子 実体を早期

に集中して発生させることができた。タモギタケ栽培

では子実体発生量で増量が認められ,特 に 2番発生で

高い発生率を示した。ブナシメジ栽培では子実体を短

期に集中して発生させることができた。また,シ イタ

ケ栽培ではスギ精油抽出残澄100%で利用することは

できなかったが,ブ ナオガ粉に対して20%以 内の混合

割合なら発生量への影響は少ないことが確認された。

これらのことから,水 蒸気蒸留残澄及び熱水蒸留残

湾は,き のこ栽培においてスギオガ粉の代替材料もし

くはブナオガ粉の代替材料として20%以 内の混合害1合

なら培地基材 として十分利用できることが確認され

た。しかし、心材水蒸気蒸留残澄はどのきのこにおい

ても利用効果は認められなかった。
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